
事業区間：美方郡新温泉町浜坂地内
総事業費：9.0億円
内用地補償費：7.5億円
事業期間：H31～H35
事業概要：歩道設置,交差点改良,自転車通行空間整備
延 長：400m
計画幅員：6.0m(15.0m)

街路事業 都市計画道路 浜坂駅港湾線 〔駅前〕

横断図
現況 6,500

500 5,500 500

計画 15,000

1,500 3,000 3,000

消雪工消雪工

3,000 3,0001,500

至豊岡

新温泉浜坂IC

山陰海岸ジオパーク館
（遊覧船のりば）

出典：国土地理院

浜坂高校

先行事業区間
(S56-H24)
延長740m

全体延長1,140m

浜坂県民サンビーチ

浜坂中

【現況交通量】
自動車：4,376台/日（H27ｾﾝｻｽ）
自転車： 385台/12h（H27実測）
歩行者： 420人/12h（H27実測）
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①歩行者の利用状況

歩道がなく、
路肩を歩く学生

歩行者を避け
る自動車

②輻輳する交差点の状況

至 浜坂駅

踏切前で一時停止
する車両浜坂踏切

後続車両が
はみだして通行

現況（踏切交差点部）

浜坂北小学校

至
浜坂駅

浜坂踏切

国道178号

(都)浜坂駅港湾線

踏切前で一時停止する車両

直進車の阻害に
なっている

目的
①通学生（小・中・高）等歩行者と自転車の安全な通行空間の確保
②ジオパークなど観光拠点と交通結節点であるＪＲ浜坂駅とのアクセス強化

必要性
優先性

①通学路であるが、歩道が未整備なため、安全性の確保が急務
②(国)１７８号交差点改良事業（Ｈ３０年度着手）と一体となって、交差点と近接す
る浜坂踏切との離隔を確保し、安全で円滑な交差点処理を図る
③上記事業と踏切交差点部の改良時期をあわせるため、早期に事業着手する必
要がある

工種 H31 H32 H33 H34 H35

測量・設計

用地補償

本工事

(国)178号交差点改良事業
（H30-H33）

踏切部現況W=8.0m

(都)浜坂駅港湾線

町道改良(拡幅)予定

交差点改良事業で事業中

(国)178号

道路を南北にシフトし、
浜坂踏切との離隔を確保

(参考)【現況交通量】
踏切部：3,647台/12h(H27実測)
(国)178号：6,906台/日(H30実測)

右折・左折車線を設置し、
滞留スペースを確保
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交通事故 ４件
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①

浜坂駅

駅前広場・
バスターミナル

②

H30年度 駅前広場の
再整備について検討（町）

事業区間 Ｌ＝４００ｍ先行事業区間

両側歩道の設置


